
 

 

 

 

 

 

 

 

１．世界の状況 

 風力発電は 2008 年秋の金融危機を越えて成長を

続けている。今や世界で約 15 万台・約 160GW（1GW

＝百万kW）の風車が回り、約 3300 億kWh/年（電力

需要の 1.6%）の電力を生んでいる1)。EUでは電力需

要の平均 4.8%を風力発電が供給しており2)、スペイ

ンでは瞬間的には 74%に達したこともある3)。 

新規導入量も約 2 万台・約 38GW/年にのぼり、

2009 年の新設電源の 10%以上（欧米は約 40%）が

風車である。成長率は年率 30%以上で５年で２～３

倍のペースで増え続けている（図１）。 

 京都議定書未批准の米国と中国が世界１を競い、

原子力のフランスや島国の英国でさえ、日本の数倍

も風力を導入している（表 1）2)4)5)。これは風力発電 

 

 

図１ 世界の風力発電の累積導入量 

 

表１ 主要国の風力発電の導入状況（2009 年） 

 風力発電の導入量 風力発電のシェア

 累積 新規 電源設備 電力需要

米 国 35.1GW 10.0GW/年 3% 2% 

中 国 25.8GW 13.8GW/年 3% 1%  

ドイツ 25.8GW  1.9GW/年 23%  7% 

フランス  4.5GW  1.1GW/年 4% 2% 

英 国  4.1GW  1.1GW/年 5% 3% 

日 本  2.1GW  0.18GW/年   0.7%   0.37%

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

風力発電システムの現状と将来展望 

 

風力発電システム秘術専門委員会 
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が環境対策だけではなく、エネルギー安全保障（風

力は国産資源）や産業と雇用の確保（グリーン・ニ

ューディール）にも役立つためである。このように、

今や風力発電は「普通の電源設備のひとつ」として、

各国の電力システムに組み込まれつつある。 

 

２．日本の状況 

世界の活況に比べ、日本の風力開発は停滞気味で

閉塞感が強い。日本の導入量は約 1700 台・205.6 万

kW、発電量は 31 億kWh/年（RPS統計）で、電力需

要の 0.37%相当である5) 。2009 年の新規導入量も

17.8 万kWで、世界の導入量の 0.46%（13 位）に留

まり、先行諸国との差が広がっている（表１）。 

 一方、風車の製造面では成長が続いている。風車

の国内生産は約 1GW/年に達しており、日本は風車

の輸出国である。国産風車メーカの国内シェアも伸

びている（図２）6) 7)。風車は約１万点の部品からな

る回転電気機械であり、部品や素材への産業波及効

果が大きい。特に精密機械部品（大型軸受・歯車装

置）やパワエレ機器（発電機・電力変換装置）は、

日本が強い競争力を持つ分野であり、各社が競って

増産を行い、日本の経済と雇用に貢献している8)。 
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図２ 日本の風車産業の状況 
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表２ 主要国の風力発電への取組み 

 欧 州 米 国 中 国 日 本 

2009 年 

新規導入量 

10.5GW/年 

内､洋上が 0.6GW 

10.0GW/年 13.8GW/年 

内､洋上が 0.1GW 

0.178GW/年 

2009 年末 

累積導入量 

76.2GW 

内､洋上が 2.1GW 

35.1GW 

洋上は2012年から

25.8GW 

内､洋上が 0.1GW 

2.1GW 

2011 年に洋上実証

将来の導入目標 

 

2020 年に 230GW 

(電力需要の 20%) 

2030 年に洋上だけ

で 120GW 

2030 年に 305GW 

内､洋上が 54GW 

(電力需要の 20%) 

2020 年に 150GW 

(電力需要の約 10%

相当) 

2010 年に 3GW 

以後の公的目標は無。

JWPA提言9)では、 

2020 年に 11GW 

2050 年に 50GW 

内､洋上が 25GW 

導入促進制度 

FIT：固定買取 

 RPS：比率義務付 

 PTC：税金還付 

ITC：初期投資補助 

CDM：環境開発援助 

FIT が主流 

(洋上や弱風地域は割増

価格を適用) 

連邦レベル 

 PTC(2 円/kWh) 

 ITC(30%還付) 

 の選択制 

州レベル 

FIT：ｶﾘﾌｫﾙﾆｱ､ﾐｼｶﾞﾝ 

 RPS：28 州+DC 

FIT 

CDM（外資導入に

よる地方開発も兼

ねる） 

 

ITC（27%補助） 

RPS（2014 年に再

生 ｴ ﾈ ﾙ ｷ ﾞ ｰ 比 率

1.63%） 

風力発電への FIT

適用を検討中 




